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1．はじめに
　一般的に、ヴィクトリア朝つまり 19世紀のイギリス文学における越境経験といえば、誰もが
大英帝国の拡がりや植民地の獲得を連想するであろう。しかし、実際は大英帝国だけに限らず、
本稿で取り上げるのはマデイラ島である。この島は北大西洋上に位置するポルトガル領の島であ
る。ポルトガルの首都リスボンから見て南西に約 1000kmの場所にあり、モロッコのカサブラ
ンカとほぼ同緯度である。首都フンシャルは島の南東部に位置している。
　このマデイラ島がヴィクトリア朝文学にどのように関わりがあるのかというと、本稿では有名
作家の作品だけを例に挙げるが、アンソニ ・ートロロープの『ソーン医師』（1858）、チャールズ・
ディケンズの『ドンビー父子』（1846-48）、シャーロット・ブロンテの『ジェイン・エア』（1847）、
トマス・カーライルの『ジョン・スターリング伝』（1851）、そしてウィリアム・サッカレーの『虚
栄の市』（1847-48）などに「マデイラ」あるいは「マデイラ・ワイン」が登場する。それぞれ
の作品の中で「マデイラ」あるいは「マデイラ・ワイン」という言葉が、5回から 14回ほど使
われている（p. 33の表参照）。本稿では、筆者の専門であるブロンテ（1816-1855）の『ジェイン・
エア』におけるマデイラ・ワインに焦点を当てて考察していく。
　『ジェイン・エア』は 19世紀の教養小説（Bildungsroman）としてよく知られている。孤児で
あるジェイン・エアは身を寄せていた親戚のリード家に邪険にされ、女子寄宿学校へと送られ
る。そこで８年間学んだ後、ガヴァネス（女家庭教師）として上流階級のエドワード・ロチェス
ターの屋敷であるソーンフィールドに住み込み、フランス人少女アデル・ヴァランスを教育する。
ソーンフィールドで暮らすうちにロチェスターと互いに恋に落ちるが、結婚式の途中で彼にはす
でにジャマイカ出身でクレオールの狂った妻バーサ・メイスンがいることを弁護士から告げられ
る。さらにそのバーサが屋根裏部屋に閉じ込められていることも知り、ジェインは屋敷を飛び出
す。その後シン =ジョン・リヴァーズと出会い、シン =ジョンと彼の妹たちと共に生活を送る。
そんなある日、ジェインは叔父のジョン・エアから遺産を相続したことをシン＝ジョンから説明
される。ジョン・エアはマデイラ島でワイン商人として莫大な財産を築き、それをすべてジェイ
ンに遺産相続したのである。その後、シン =ジョンが「妻となって共にインドへ行ってほしい」
と申し出るが、彼女はそれを拒否。そして突如風に乗って聞こえたロチェスターの呼び声を頼り
にソーンフィールドへと向かう。しかしそこはバーサの放火により焼け落ち、廃墟となっていた。
その火事でバーサは死亡し、ロチェスターは失明して片腕を失っていた。傷ついた彼に寄り添い、
ジェインは彼と結婚する。
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　本稿において、上記のあらすじの中で最も注目すべき箇所となるのは、ジェインの叔父ジョ
ン・エアがマデイラでワイン商人として莫大な財産を築き、それらをすべてジェインに遺産相続
するという部分である。そのおかげで彼女は最後、経済的自立かつ男女平等を達成することが可
能となる。では、ジェインの叔父はどのようにしてマデイラ・ワインで儲けたのか。そこを紐解
いていくと、マデイラ産ワイン流通のグローバル・ネットワークが見えてくる。本稿では、ロー
カルなマデイラ産ワインがグローバルなネットワークの中でどのように動き、どういう位置づけ
であったのかを明らかにすると同時に、『ジェイン・エア』というドメスティックな小説が、ど
のようなグローバル・ネットワークを表象しているのかを論じる。
2．『ジェイン・エア』とマデイラ産ワイン
　『ジェイン・エア』はイギリスの帝国主義との関係から近年は読まれてきた。ロチェスターのジャ
マイカ人妻バーサ・メイスンは狂った女として屋根裏に閉じ込められている。ガヤトリ・スピヴァ
クは「バーサ・メイスンは帝国主義の公理によって生み出さ」れ、「白人のジャマイカン・クレ
オールであるバーサ・メイスンを通して、法の条文以上の善を切り出すために、ブロンテは人間
と動物の境界を受け入れられるような形で不確定なものとしている」と指摘しており、 ブロンテ
はバーサの人種の問題を通して帝国主義のイデオロギーを示しているとしている（Spivak 247）。
また、スーザン・メイヤーは 「バーサが実際に小説の中に現れるとき、物語はバーサを黒人、と
りわけマルーンと呼ばれる奴隷制に反対する黒人のジャマイカ人たちと結びつけている」と主張
し、バーサが西インド諸島の奴隷であったマルーンを連想させるとしている（Meyer 67）。スピ
ヴァクやメイヤーが指摘するように、バーサは人種的他者として描かれ、ロチェスターに対する
バーサの反抗的な行動はジャマイカでイギリス人によって抑圧された奴隷たちの反乱を象徴して
いると、ポストコロニアリズムの観点から論じられてきた。
　アレクサンドラ・ヴァリントが分析するまでは、これまで『ジェイン・エア』におけるマデイ
ラ産ワインについては詳しく論じられてこなかった。彼女はマデイラが作品の中で以下を象徴し
ていると述べている。
　　 Madeira threatens madness (the word “mad” existing within “Madeira” itself) in the 
temptation of financial overconsumption, and Jane’s mad revolts are coded as drunken 
scenes, evoking how the island’s very name is synonymous with alcohol. Madeira represents 
the risks of excessive consumption, particularly the poisoning effect of rebellion. (Valint 
336)
　ヴァリントはマデイラという地名の中に“mad”という言葉が含まれていることを指摘しなが
ら、19世紀のマデイラ・ワインの消費について注目し、その過剰消費が『ジェイン・エア』の
中でどのように作用しているのかを明らかにしている。しかしながら、『ジェイン・エア』にお
けるマデイラ島あるいはマデイラ・ワインが象徴しているのは果たしてそれだけであろうか。そ
れらの背景に、これまで『ジェイン・エア』の研究において表面化してこなかった問題が隠され
ているのではないかと考えられる。
　それでは、このマデイラ島やマデイラ・ワインが『ジェイン・エア』の中でどのように描かれ
ているのかを見ていこう。以下の場面は、もうすぐロチェスターの屋敷にガヴァネスとして行っ
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表．イギリス文学における“Madeira”の登場回数
時代 著者名 作品名 出版年 “Madeira”ワード数
16世紀 William Shakespeare Henry IV 1598 1
18世紀 Daniel Defoe Robinson Crusoe 1719 1
Robert Burns ‘Ballads on Mr. Heron’s Election’ 
(The Works of Robert Burns)
1795 1
19世紀 Anthony Trollope Barchester Towers
Doctor Thorne
Framley Parsonage
The Prime Minister
1857
1858
1861
1876
1
5
1
1
Benjamin Disraeli Henrietta Temple
Sybil
Tancred
1837
1845
1847
1
1
2
Charles Dickens Sktches by Boz
The Pickwick Papers
Martin Chuzzlewit
Pictures from Italy
Dombey and Son
Bleak House
Little Dorrit
Our Mutual Friend
1836
1836-37
1843-44
1844-45
1846-48
1852-3
1855-57
1864-65
2
4
2
1
14
1
1
1
Charles Darwin The Voyage of the Beagle
The Origin of Species
The Descent of Man
1839
1859
1871
1
21
2
Charlotte Brontë Jane Eyre 1847 10
Elizabeth Gaskell Mary Barton
Wives and Daughters
1848
1864-66
1
1
George Gissing Denzil Quarrier
The Odd Women
In the Year of Jubilee
The Whirlpool
1892
1893
1894
1897
2
4
1
2
George Gordon Byron Don Juan 1821 2
Jane Austin Mansfield Park
Emma
1814
1815
1
1
Rudyard Kipling Plain Tales from the Hills
Life’s Handicap
Captain’s Courageous
The Day’s Work
Rewards and Fairies
1888
1891
1897
1898
1910
1
1
3
3
3
Samuel Taylor Coleridge Biographia Literaria 1817 1
Thomas Carlyle The Life of John Sterling 1851 18
Thomas Hardy The Well-Beloved
The Dynasts
Satirea of Circumstances
1897
1903-08
1914
1
1
1
William Makepeace Thackeray The Paris Sketch Book
The Fitz-Boodle Papers
The Book of Snobs
Vanity Fair
Pendennis
The Newcomes
The Christmas Books
The Virginians
Roudabout Papers
1840
1842-43
1848
1847-48
1848-50
1853-55
1857
1857-59
1860-63
1
2
3
8
6
4
1
1
1
20世紀 Arthur Conan Doyle The Case Book of Sharlock Homes 1927 1
E. M. Forster Howards End 1910 1
Joseph Conrad A Personal Record 1912 1
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てしまうジェインに、リード家のかつての乳母ベッシーが寄宿学校に会いに来た際、ジェインの
叔父について話しているところである（第 10章）。
‘What foreign country was he [Jane’s uncle John Eyre] going to, Bessie?’
‘An island thousands of miles off, where they make wine̶the butler did tell me̶’
‘Madeira?’ I suggested.
‘Yes; that is it̶that is the very word.’
‘So he went?’
‘Yes; he did not stay many minutes in the house: Missis [Jane’s aunt Mrs Reed] was very 
high with him; she called him afterwards a “sneaking tradesman.” My Robert believes he 
was a wine merchant.’
‘Very likely,’ I returned; ‘or perhaps clerk or agent to a wine merchant.’ 
（109-10, 下線部は筆者による）
この場面では 3つの注目すべきポイントがある。まず 1つ目は、ベッシーが「ワインを作って
いる島」というだけでジェインは「マデイラ島」だとすぐに理解していることである。つまりこ
の時代には「マデイラ島」＝「ワインを作る島」という認識が一般人にもあったということになる。
　2つ目のポイントは、“a sneaking tradesman（いかがわしい商売人）”という言葉である。ジェ
インの叔父を「いかがわしい商売人」と呼んだミセス・リードは上層中流階級である。つまりこ
れは高い身分の者による低い身分（商人）への階級蔑視の発言である。さらにメイヤーはジェイ
ンの叔父の富に関して以下のように論じている。
　　 The location of Jane’s uncle in Madeira, off Morocco, on the West African coast, where 
Richard Mason [Bertha’s brother] stops on his way home from England, also indirectly 
suggests, through Mason’s itinerary, the triangular route of the British slave traders, and 
suggests that John Eyre’s wealth is implicated in the slave trade. (Meyer 93)
ここでメイヤーは「叔父の富が奴隷貿易を示唆している」と述べている。先述したヴァリントも
また、メイヤーの論を参照しつつ奴隷貿易あるいは帝国主義の観点からマデイラをとらえてい
る。ヴァリントは「ジェインの富は、メイヤーが主張するような『植民地が出どころ』であるだ
けでなく、イギリス植民地におけるプランテーションの奴隷制から生じている」と説明している
（Valint 322）。しかし実際は、奴隷はほとんどマデイラ・ワインに関与していないと歴史家デイ
ヴィッド・ハンコックは言う。彼は、ポルトガルによる植民初期にマデイラにおけるサトウキビ
プランテーションで労働させられていた奴隷は 17世紀にはコスト上昇などの理由から雇われな
くなったとしている（Hancock 47）。砂糖生産からマデイラ・ワインの生産に切り替わってから
は、ほとんどがポルトガル人の労働力によって支えられてきた。つまり、メイヤーやヴァリント
の指摘はハンコックの説明とズレが生じることになる。では「奴隷」の存在を問題にしないとす
れば、ジェインの叔父が“a sneaking tradesman”と呼ばれるのは何を意味しているのであろう
か。そして３つ目のポイントは、叔父が“a wine merchant”あるいは“clerk or agent to a wine 
merchant”であるということである。先に引用した場面では、叔父のマデイラ・ワインの仕事
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におけるポジションが見えてくる。後にマデイラの歴史のところで詳しく説明するが、彼はマデ
イラ・ワインの生産・加工側ではなく、売る側あるいは貿易する側（distributor）だったのである。
　作品の中でこのように描かれているということは、当時の読者たちにもマデイラ・ワインに関
して共通の理解・認識があり、かつ納得していたのではないかと考えられる。それではブロンテ
と読者の間で知識の共有ができていたマデイラ島あるいはマデイラ・ワインの歴史的背景がどの
ようなものであったのか、ジェインの叔父は歴史的にどのように儲けたのか、そしてマデイラ・
ワイン産業において“a sneaking tradesman”はどのように形成されていったのかを見ていこう。
3．マデイラ（ワイン）の歴史
　ポルトガル領マデイラ島について見る前に、まずイギリスとポルトガルの歴史的な関係性につ
いて確認しておく必要がある。イギリスとポルトガルは 1386年にウィンザーで英葡永年同盟を
結んで以来、この同盟は 20世紀までポルトガル外交の基本原則であった（Birmingham 21）。こ
の同盟により、スペイン継承戦争の際、ポルトガルは最終的にイギリス側につくこととなる。また、
ナポレオン戦争時、イギリスはフランスから侵攻されつつあったポルトガルを援助し、独立を支
えた。このようにイギリスとポルトガルは古くから密接な関係を築いてきたのである。スペイン
やフランスと対立していたイギリスにとって、ポルトガルは政治的に重要な存在であった。そし
てこのような政治に経済（つまり貿易）が関わり、マデイラの重要性が浮かび上がってくる。以
下の歴史的記述は、アレックス・リッドルのMadeira: The Mid-Atlantic Wine (1998)とデイヴィッ
ド・ハンコックの Oceans of Wine: Madeira and the Emergence of American Trade and Taste 
(2009)、そしてヘンリー・ジェフリーズの Empire of Booze: British History through the Bottom 
of a Glass (2016)に拠る。
　1425年にポルトガルによって植民されて以降、1461年頃には、マデイラはすでに砂糖・ワイ
ン・材木をポルトガル本土やアフリカの市場、ギニア湾などに輸出していた。この頃の主要輸出
品は砂糖であり、ポルトガル人たちは奴隷貿易をしながらサトウキビプランテーションの経営を
行っていた。ところが 1506年には砂糖の生産が減り、ワインを主要輸出品へと切り替える。サ
トウキビプランテーションの衰退と共に、奴隷貿易も徐々に衰退していく。これは先ほど述べた
奴隷の価格高騰を始め、ポルトガル人たちが自らワイン生産のために働き始めるようになったか
らである。前述したメイヤーの「ジェインの叔父の富が奴隷貿易を連想させる」という指摘がこ
の歴史的事実と異なってくるのである。
　マデイラのワイン生産には、砂糖生産の生産システム（ownersと cultivators）を引き継いで
活かされた。働き手はポルトガル人がほとんどであった。オーナーはカルティベイターと直接契
約を結び、ブドウ畑をカルティベイターに貸していた。畑を借りたカルティベイターはブドウの
栽培・収穫・プレスをすべて自分たちで行っていた。しかし 18世紀半ばになると、このシステ
ムにファーマー（farmers）という存在が加わる。ファーマーは、オーナーとカルティベイター
の間に入る仲介人であり、オーナーから土地を借り、その土地をカルティベイターに又貸しして
いた。このようにして生産システムが徐々に整備されていった。出来上がったワインを売りさば
く存在としてディストリビューター（distributors）が 17世紀頃に輸出業者として出現する。役
割としては商人や仲介人、販売受託者、代理受託者、代理人であった。ジェインの叔父もまた、
正確な仕事内容は不明であるが、このディストリビューター（ジェインの推測する“clerk or 
agent to a wine merchant”）としての仕事に従事していたと考えられる。
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　1537年にはイングランドにもマデイラ・ワインが届くようになる。1590年以降にはイング
ランド商人たちがマデイラに移住し始め、彼らは 1640年にはワイン貿易を開始した。1658年
頃には、the British Factoryという、いわゆる外国で商売をする問屋や仲買人、商人たちの協会
が結成された。1660年の航海条例（the Navigation Act）と 1663年の指定市場法（the Staple 
Act）によってマデイラ・ワインの流通システムが整う。航海条例では、イギリスは自国の植民
地にロンドン発のイギリス船以外の入港を認めない方針を打ち出す。しかしその 3年後の指定市
場法では、マデイラ島から直接イギリス植民地にワインを提供することを認める。この法により
イギリス商人たちの特権が認められ、西インド諸島やアメリカの農園との貿易で事実上の独占と
なった。また、イギリスとポルトガル間で締結された 1703年の通商条約であるメシュエン条約
（The Methuen Treaty）では、ポルトガル・ワインがフランス・ワインの 3分の 1の関税でイギ
リスに輸出されるようになる。そしてイギリスのウール生地は無関税でマデイラを含むポルトガ
ルに輸出することが取り決められた。これによりイギリス、マデイラ、そして北米と西インド諸
島の間で三角貿易が確立された。歴史的によく知られている三角貿易といえば、イギリスから西
アフリカへの繊維や武器の輸出、西アフリカから西インド諸島への奴隷、そして西インド諸島か
らイギリスへの砂糖の貿易である。しかしイギリス・マデイラ・北アメリカと西インド諸島の三
角貿易では、イギリスからマデイラへは織物、マデイラから北アメリカと西インド諸島へはマデ
イラ・ワイン、そして北アメリカと西インド諸島からイギリスへは砂糖・タバコに加え富も流れ
込んだ 。『ジェイン・エア』ではまさにこの富がジェインの元へと届く流れとなっている。
　こうしてマデイラ・ワインの流通システムは整備され、18世紀には市場はさらに拡大される。
イギリス商人によるマデイラ・ワイン貿易の輸出先はこれまでの北アメリカ・西インド諸島に加
え、イギリス領以外の地域も含む東インドにまで広がった。19世紀初頭にはイギリス商人の数
が膨らみ上がり、その数はポルトガル商人の約半数ほどに迫った。16世紀から現代に至るまで、
マデイラの位置と大西洋の一般的な風向きと海流
(David Hancock, Oceans of Wine, p.3)
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マデイラ（ワイン）の歴史年表
1420年以前 14世紀頃から地図には載っていたが、ほとんど知られていなかった。
1425年 ポルトガル人による発見・植民地化。以降、イタリア・フランドル・フ
ランス・カスティリャ・スコットランドから人々が来る。
1461年 マデイラはすでに砂糖、穀物、ワイン、材木をポルトガル本土やアフリ
カの市場、ギニア湾などに輸出。
1506年 砂糖の生産が減る（17世紀の奴隷貿易の衰退へと繋がる）→ワインを主
要輸出品に。
1532年頃 フランスにワインが輸出される。
1537年頃 イングランドにもワインが届くようになる。
1590年頃 最初のイングランド人商人（Robert Willoughby）がマデイラに来る。こ
の頃から、英国人の商人たちが少しずつ存在し始める。
1640年頃 イングランド商人たちがワイン貿易を始める。
1658年頃 “The British Factory”がマデイラで始まる。
1660年 イギリスは自国の植民地にロンドン発のイギリス船以外の入港を認めな
い方針を打ち出す（The 1660 Navigation Act）。
1663年 1661年にポルトガル女王キャサリンと結婚したチャールズ 2世は、マ
デイラ島から直接イギリス植民地にワインを提供することを認める (The 
Staple Act)。→この指定市場法により、英国商人たちは西インド諸島や
アメリカの農園との貿易で事実上の独占（a virtual monopoly）となる。
1682～ 1700年 英領植民地との貿易が増え、英国商人によるワイン貿易は繁栄する。
1703年 メシュエン条約（The Methuen Treaty）：ポルトガル・ワインが、フランス・
ワインの 3分の 1の関税で英国に輸出されるようになる。英国のウール
生地は免税でポルトガル（マデイラ含む）に輸出される。三角貿易の確立。
1712年頃 英国商人によるマデイラ・ワイン貿易の輸出先は北アメリカ・西インド
諸島だったが、そこに東インドも加わる（英領以外のインド地域も含む）。
18世紀中 マデイラ・ワインのグローバルな需要が増える。
1786～ 1790年頃 英国人による商社 35社、英国人船荷主 21人、が記録されている（領事
による記録）。
19世紀初頭 英国商人の数がポルトガル商人の 2倍に。
19世紀半ば ロシアの参入・ロシア市場が拡大→英国市場のライバルに。
19世紀後半 ブドウのウドンコ病・フィロキセラによる壊滅的な被害→世紀が変わる
頃には回復。
20世紀 過去数世紀と違い比較的安定。第一次世界大戦前、ドイツ市場が大きく
伸長。2つの世界大戦の間に、マデイラ・ワインの主要輸出先はスウェー
デンとデンマークとなる。ポルトガルやイギリスで多くの企業買収や合
併。以降、今日まで著しい変化はなし。
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大多数のイギリス商人たちがマデイラ・ワイン産業に携わってきたのである。このようにして、
ジェインの叔父のように、多くのイギリス商人たちはマデイラ・ワイン貿易で利益を得ていたこ
とが歴史的に明らかとなる。
4．おわりに
　マデイラ・ワインを巡るグローカルな背景を通して『ジェイン・エア』という文学作品を考察
してみると、ジェインの幸せな結末を支えた叔父の「いかがわしい商売人」像が鮮明に見えてくる。
これまで上流階級の経済基盤であった西インド諸島のサトウキビプランテーション経営について
は、ロチェスターやバーサを通して前述のスーザン・メイヤーらによって分析されてきた。ジェ
インについても、フェミニズムの観点から「身分の違いを超えた結婚」や「男女平等の達成」は
サンドラ・ギルバートとスーザン・グーバーの『屋根裏の狂女』（1979）を始め、すでに多くの
研究者たちによって論じられている。しかし彼女の立身出世を支えたのは、マデイラ・ワインの
「いかがわしい商売人」であった叔父による遺産であることはこれまで詳しく論じられず、見過
ごされてきた。メイヤーはマデイラ・ワインの仕事に従事した叔父の富が「奴隷貿易を連想させ
る」というところまでは指摘したものの、本当の背景̶̶ジェインの経済的自立や男女平等の達
成の裏でマデイラ・ワインのグローカルな動きがあること̶̶を示すまでには至っていない。メ
イヤーは歴史的によく知られている三角貿易（イギリス・西アフリカ・西インド諸島）の、西イ
ンド諸島の部分をマデイラに置き変え、西アフリカからの奴隷が労働力としてマデイラに輸入さ
れていたと論じた。しかしマデイラの歴史を紐解いてみると、メイヤーの言うような三角貿易で
はなく、マデイラ・ワインという商品の移動、つまり本稿で明らかにした新しい三角貿易の関係
がイギリス人商人たちにとって非常に重要になってくる。マデイラ・ワインというローカルなワ
インが、グローバルなネットワークの中で動き、そうしてイギリスがもうけた利益は自国へとも
たらされ、『ジェイン・エア』のようにイギリスのローカルな場所、つまりイギリスの片田舎に
いるジェインの元へとその富が流れていくのである。
　これまでフェミニズムの観点ではジェインのガヴァネスとしての窮屈な立場、また、人種の観
点ではロチェスターのように西インド諸島でサトウキビプランテーションを経済基盤としていた
地主階級の問題など、因襲的な階級の問題が論じられてきた。しかし、マデイラに焦点を当てて
みると、それまでこれらの問題の水面下にあって隠れていた「新興中流階級」の存在を『ジェイ
ン・エア』の中に見出すことができるのだ。ジェインの叔父は地主階級のいない外国̶̶マデイ
ラ島のような場所̶̶で、地主階級のような経済基盤となる土地を所有していなくても国際的な
ネットワークを活かして成り上がっていく。作品の中では表面化しない「新興中流階級」のグロー
バルなネットワークを通して、ブロンテは地主階級がネガティブなイメージを抱く「新興中流階
級」を『ジェイン・エア』というドメスティックな小説において実はかなり重要な存在として取
り込んでいるのではないだろうか。
　ここから先は今後の研究課題となるが、叔父からの遺産が“the English funds” (441)に投資
されており、ロンドンにいる弁護士ブリッグズがその遺産の管理に関わっているという部分から、
ロンドンの金融街シティを連想せずにはいられない。『ジェイン・エア』におけるマデイラ島あ
るいはマデイラ産ワインに光を当てて見るとそこには、グローカルな商品としてのマデイラ産ワ
インの向こう側にあるイギリス商人たちの金融のグローバル・ネットワークが見えてくるのでは
ないだろうか。
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